
18広報　さつま

川内川激特速報川内川激特速報

【問い合わせ先】

�    国土交通省 川内川河川事務所 調査課 課長 竹下真治

�    　　　　　　　　　　℡（０９９６）２２－３２７１

さつま町内の，激特事業に関する進捗状況等について，お知らせします。

　一丁田さんは，昭和４１年から，たばこの生産に取り

組まれています。現在は，たばこ１ｈａと水稲１．１ｈａを

経営されています。

　「たばこ生産で一番大切なことは，作付けする土壌を

しっかりと考えることです」と話す一丁田さん。土壌が

悪いと立枯病などの病気にかかりやすいため，天地返し

をして，土壌状態にあった肥料を散布するなど土作りを

徹底し，良質なたばこ生産に取り組まれています。

　町内のたばこ生産者も高齢化が進み，若い生産者が少

なくなってきているそうです。一丁田さんは「たばこは，

他の農作物と異なり，日本たばこ産業による全量買取で，

運搬料や詰め袋などの経費も負担してくれます。販売や

運搬面からみても魅力のある作物のひとつだと思います。

新規就農者が増えることを期待したいし，私たちもしっ

かりと協力していきたい」と話されました。

がんばれ 認定農業者!!　シリーズ⑮

 今後とも河川事業におけるご理解とご協力をよろしくお願いします。

１．激特事業の状況と今後の予定について

　　　現在，現地測量図面を基にした河川改修の設計も出来上がってきており，計画説明並びに地権者の

　　方々に対して，用地調査に係る民地立ち入り等の説明会を逐次実施しています。

　　　今後，事業用地が必要となる箇所については用地調査を実施後，地権者の方々との協議を実施しま

　　して，築堤等工事着手となります。

２．激特事業着工式について

　　　激特事業の円滑な事業進捗と早期完成による地域の皆様のより良い安全な町づくりを祈念して，下

　　記の通り式典を実施します。

　　　　「川内川河川激甚災害対策特別緊急事業 着工式」

　　　　　日時：平成１９年８月４日（土）午前１０時～正午

　　　　　場所：大口市 下殿地先（築堤実施箇所）

３．模型実験について
　　　宮之城屋地地区（虎居城跡付近）の推込分水路計画につきましては，効果等検証のため模型実験を
　　予定しています。

　　　８月下旬頃を目処に九州大学において，模型実験を公開にて実施することとしています。

４．宮之城地域川づくり検討会の設置について

      宮之城地域全体の川づくり計画を策定するため，模型実験結果等も反映した「宮之城地域川づくり

　　検討会」を設置する予定です。

◎　さつま町中津川

一丁田　昭信 さん


